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株式会社木内計測

本社所在地：大阪市天王寺区清水谷町4番12号

設立年月日：1956年9月17日（創業1954年2月）

資本金：6,000万円

従業員数：419名 ※2025年4月1日現在

拠点数：国内29／海外1（シンガポール）

国内拠点
全国

29ヶ所
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中国支社

姫路工場
東京支社

青森総合事業所

若狭支社

本社

千葉工場

関西支社



※離職率は過去5年分の単年度離職率の平均値
※勤続年数は2024年4月1日現在の数値

3.2%

19.1年

※ 離職率

※勤続年数
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社⾧が自ら熱く語る、木内計測の２つの

強み。そして、就活生のみなさまへ向け

てのメッセージも公開中です。

1954年の創業以来

70年にわたる

黒字経営！
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上水道関連設備における工業計器の校正作業

期間：約2か月半

最初の2～3週間
・工事計画書や名簿など工事前に必要となる書類の作成

・工事中に必要となるデータシートの準備

・必要な道工具の準備、入荷した交換部材のチェック

実際の現場で約1か月半
・実作業

作業終了後2～3週間
・工事の報告書を作成

木内計測社員7名（2班体制）、協力会社18名（5班体制）
※最大稼働時

・校正作業（出力信号を問題のない範囲に調整すること）

・定期点検（機器の劣化等を監視し、問題発生前に修理や
交換をご提案）

・昭和50年製造の設備で電源切り替え時に苦労したが、
作業前の調査、作業計画、作業者間の情報共有を行う
ことで、スムーズな作業を実現。

屋外設備周辺の草刈りにみんなで取り組んだ
のはいい思い出です（笑）
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私が大学時代にいちばん励んだのは就職活動です。大学１年生の時点で興
味の方向性がばらばらだったので、１年生のときから合同企業説明会に参
加していました。木内計測を知ったのはナビサイトですね。興味のある企
業を50社ほど選べて、その中に木内計測がありました。合同企業説明会
で話を聞いたときに、計装エンジニアという仕事も初めて知りました。

入社しようと思った決め手は社員の方々の人柄です。技術職の方が使う専
門用語も自分にわかる言葉で丁寧に説明してくださって、親切さを感じました。

入社から現在までの仕事は、新しい公共工事の案件を探すところから、契
約の締結、完成までですね。ふだんは机上業務が結構多いです。工事の関
係の提出書類の作成やお客様からいただいた図面の修正などを行い、それ
から現場が始まります。こうした一連の業務は一人で作業するのではなく、
みんなで分担して進めていきます。

責任のある方や面倒見のいい方がとても多い！

机上業務も現場仕事もチームワークで取り組む！

インフラ設備に関わることで自分の存在意義を実感できる！

本田 麻依 2022年度 新卒入社

専門用語も自分にわかる言葉で丁寧に説明してくださる。

社員の方々の親切さが、入社の決め手でした。

入社後の先輩社員の印象は入社前と変わりません。責任のある方や面倒見
のいい方が多いですね。教えるときは絶対手を抜かないです(笑)。職場自
体にも社訓にある協調性やチームワークを大切にする風潮があって、どの
立場のどの職種の人にもそういう意識があると感じています。仕事のやり
がいは社会的に大事な役割を果たしている設備に関わることで自分も社会
に欠かせない人間であることを感じられるところです。

今後、挑戦したいのは、電気工事関連の資格取得。工事を任せてもらえる
立場になるには資格を取ることが必要です。資格を持つことで電気工事を
始めとした様々な工事に挑戦できるので、資格を取ることが当面の目標で
すね。いま就活されている皆さんに伝えたいのは、自分の適性を主観的、
客観的に評価して、卒業後に自分が幸せを感じられるような進路を選んで
ほしいということ。卒業後の活躍を祈っています！

目標は電気工事関連の資格の取得。

責任のある立場になり、様々な工事に挑戦していきたいです。

LV.10 HP:92／ MP: 64
ジョブ：計装工事の施工管理 など
必殺技：配線作業のサポート

入社2年目の期待の若手。成⾧マインドが強く日々

先輩から学び続けている。

せいかく：協調的でありマイペース

とくぎ：物事の変化にすぐ気付ける

しゅみ：買い物や温泉旅行に行くこと

好きな食べ物：カレー（作るよりは食べる方）
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清掃工場における、安全弁、制御弁など、プラント制御用のバルブの分解点検

期間：約1か月半

最初の1週間
・事前に提出する書類の作成

・工事中に必要となるデータシートの準備

・必要な道工具の準備、機器類、交換部材の準備

実際の現場で約2週間
・実作業

作業終了後約1週間
・工事の報告書や提案書の作成

木内計測社員4名
（事務所1名、現場3名）

・安全弁、制御弁など、プラント制御用
のバルブの分解点検

・作業をするフロアに停まるエレベーターがなかっ
たため、道工具などを手で持って運ぶ必要があっ
た。負担を減らすため、持っていくときに持ち帰
るものがないかを考えるなど工夫をこらした。

油圧ジャッキを使った安全弁の吹出し試験。その手順書、試
験成績書を一から作成。今後はそれがスタンダードになる
と思うと自慢できるのかな？と思いました（笑）。
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大学時代は旅行が好きだったので、京都、大阪、愛知など、国内の観光地を中
心に２か月に１回くらいのペースで旅行していました。牛丼屋でアルバイトし
てお金を貯めては旅に出る、というのを繰り返していましたね。

木内計測と計装エンジニアという仕事を知ったきっかけは、マイナビや企業説
明会です。第一印象はこちらの質問にきちんと答えてくださる“真摯な企業”です。
入社の決め手は福利厚生が充実しているところと、大手電力会社様がお取引先
様の中心にあり経営が安定しているところです。率直に魅力を感じました。

入社から現在まで担当している主な仕事は、弁の分解整備や計器の調整です。
発電所などの設備を正確に動かすために、定期的にバルブや弁、伝送器などの
状態を正確に測って確認しています。作業する現場として多いのは、神奈川県
の川崎火力発電所様や横浜市にあるENEOS根岸製油所様の発電設備ですね。

創業以来ずっと経営が安定している！

福利厚生が充実、⾧期の休みも取りやすい！

社員同士の仲がとても良くて、誰にでも相談しやすい！

松岡 祐太 2016年度 新卒入社

大手電力会社との取引、福利厚生の充実。

入社したいと思った理由は、会社としての安定感でした。

仕事のやりがいは、計器の点検などの業務が自分で組んだスケジュール通
りに進んだときに達成感を感じますね。また先日お客様から「責任感を
持って作業をしてくださり、大変助かります」とお褒めの言葉をいただい
たのですが、そうした感謝もやりがいのひとつです。仕事で気を付けてい
ること、特に後輩社員との接し方で大切にしているのは自分から教えると
いうこと。私もそうでしたが、そもそも質問の仕方がわからないときがあ
ると思うので、質問される前に教えています。

木内計測で気に入っているところは福利厚生の充実や休暇の取りやすさ、
それに先輩後輩問わず話しかけやすいところです。今後挑戦したいのは、
計装士の資格取得。計装士としての信頼と会社からの評価を高められます。

就活生へのアドバイスは実際に携わる仕事を事前に調べておいたほうがい
いということ。ミスマッチを防ぐためにも大切にしてほしいです！

わからないことの質問の仕方がわからない。

自分の経験から、後輩には質問される前に教えています。

LV.32 HP:248 ／ MP: 136
ジョブ：弁の分解整備や計器の調整
必殺技：伝送器の出力信号調整

入社7年目、若手のリーダー的存在。

後輩への丁寧な姿勢は圧倒的。

せいかく：責任感のあるしっかり者

とくぎ：運動（卓球やテニスの経験あり）

しゅみ：旅行で全国各地を回ること

好きな食べ物：ラーメン（同僚ともよく食べる）
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12.0

※データは2025年4月1日時点のものです。

※過去５年平均

20代

16.9
40代

27.
21.050代

14.
60代以上

19.
30代

女性 男性
理系：

高卒大卒・院卒

その他

45.338.5
女性 男性

時間 79.8 ％

3.2 ％ 19.1 年 4.9 資格

16.2％

％％

文系：
9
1

68.
31. 47名 372名 44.0 歳

10代

0.7％

1%

%

8%
%

4%

％

％
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X（旧Twitter）

コーポレートサイト 公式YouTubeチャンネル

公式LINE Instagram

更新日：2025/5/7


